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開議 午前 ９時５５分   

  ──────────────────────────────────────── 

◎開 議 宣 告 

  ──────────────────────────────────────── 

◎議長（谷津邦夫氏） ただいまから、本日の会議を開きます。 

  ──────────────────────────────────────── 

      ◎日程第１ 議案第４１号から議案第５０号までについて（委 

            報第４号） 

  ──────────────────────────────────────── 

◎議長（谷津邦夫氏） 日程の１ 委報第４号議案第４１号から議案第５０号までについ

てを一括議題とします。 

 本件は、さきの本会議において総合常任委員会に付託したものであり、委員長より審査

報告書が提出されております。 

 この際、委員長の報告を求めます。 

 武田委員長、登壇願います。 

（総合常任委員会委員長武田悌一氏 登壇） 

◎総合常任委員会委員長（武田悌一氏） さきの本会議において付託になりました議案に

つきまして、その審査の経過と結果について御報告いたします。 

 当委員会に付託された案件は、議案第４１号から議案第４３号までの条例改正３件、議

案第４４号から議案第４８号までの補正予算５件、議案第４９号の動産取得１件、議案第

５０号の利益処分１件の計１０件であります。 

 以下、御報告申し上げますが、全議員が委員となり審査を行っておりますので、審査の

詳細及び質疑答弁の内容につきましては省略をさせていただき、審査の結果についてのみ

を御報告させていただきます。 

 なお、御配付の文書及び資料の説明につきましても省略させていただきますので、御了

承賜りたいと思います。 

 それでは、報告いたします。 

 初めに、議案第４１号三笠市障害者自立支援条例の一部を改正する条例の制定につい

て、議案第４２号三笠市火災予防条例の一部を改正する条例の制定について、議案第４３

号三笠市防災会議条例の一部を改正する条例の制定について、議案第４４号平成２４年度

三笠市一般会計補正予算（第３回）について、議案第４５号平成２４年度三笠市後期高齢

者医療特別会計補正予算（第１回）について、議案第４６号平成２４年度三笠市国民健康

保険特別会計補正予算（第１回）について、議案第４７号平成２４年度三笠市介護保険特

別会計補正予算（第１回）について、議案第４８号平成２４年度三笠市育英特別会計補正

予算（第１回）について、議案第４９号動産（圧雪車）の取得について、最後に、議案第

５０号平成２３年度三笠市下水道事業会計未処分利益余剰金の処分については、特段の討
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論もなく、原案可決すべきものと決定いたしました。 

 以上で、本委員会に付託されました議案の審査の経過と結果について御報告とさせてい

ただきますので、よろしく御審議くださいますようお願い申し上げます。 

◎議長（谷津邦夫氏） これより、委員長報告に対する質疑に入ります。 

 議案第４１号から議案第５０号までについて、一括して質疑を受けます。 

 質疑のある方は発言願います。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（谷津邦夫氏） 質疑ないようですから、議案第４１号から議案第５０号までにつ

いての質疑を終了します。 

 これより、討論、採決に入ります。 

 初めに、議案第４１号について討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（谷津邦夫氏） 討論ないようですから、討論を終了します。 

 お諮りします。 

 議案第４１号について、委員長報告のとおり原案可決することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（谷津邦夫氏） 御異議なしと認めます。 

 議案第４１号三笠市障害者自立支援条例の一部を改正する条例の制定については、委員

長報告のとおり原案可決されました。 

 次に、議案第４２号について討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（谷津邦夫氏） 討論ないようですから、討論を終了します。 

 お諮りします。 

 議案第４２号について、委員長報告のとおり原案可決することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（谷津邦夫氏） 御異議なしと認めます。 

 議案第４２号三笠市火災予防条例の一部を改正する条例の制定については、委員長報告

のとおり原案可決されました。 

 次に、議案第４３号について討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（谷津邦夫氏） 討論ないようですから、討論を終了します。 

 お諮りします。 

 議案第４３号について、委員長報告のとおり原案可決することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（谷津邦夫氏） 御異議なしと認めます。 

 議案第４３号三笠市防災会議条例の一部を改正する条例の制定については、委員長報告



─ 5 ─

のとおり原案可決されました。 

 次に、議案第４４号について討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（谷津邦夫氏） 討論ないようですから、討論を終了します。 

 お諮りします。 

 議案第４４号について、委員長報告のとおり原案可決することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（谷津邦夫氏） 御異議なしと認めます。 

 議案第４４号平成２４年度三笠市一般会計補正予算については、委員長報告のとおり原

案可決されました。 

 次に、議案第４５号について討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（谷津邦夫氏） 討論ないようですから、討論を終了します。 

 お諮りします。 

 議案第４５号について、委員長報告のとおり原案可決することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（谷津邦夫氏） 御異議なしと認めます。 

 議案第４５号平成２４年度三笠市後期高齢者医療特別会計補正予算については、委員長

報告のとおり原案可決されました。 

 次に、議案第４６号について討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（谷津邦夫氏） 討論ないようですから、討論を終了します。 

 お諮りします。 

 議案第４６号について、委員長報告のとおり原案可決することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（谷津邦夫氏） 御異議なしと認めます。 

 議案第４６号平成２４年度三笠市国民健康保険特別会計補正予算については、委員長報

告のとおり原案可決されました。 

 次に、議案第４７号について討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（谷津邦夫氏） 討論ないようですから、討論を終了します。 

 お諮りします。 

 議案第４７号について、委員長報告のとおり原案可決することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（谷津邦夫氏） 御異議なしと認めます。 

 議案第４７号平成２４年度三笠市介護保険特別会計補正予算については、委員長報告の
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とおり原案可決されました。 

 次に、議案第４８号について討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（谷津邦夫氏） 討論ないようですから、討論を終了します。 

 お諮りします。 

 議案第４８号について、委員長報告のとおり原案可決することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（谷津邦夫氏） 御異議なしと認めます。 

 議案第４８号平成２４年度三笠市育英特別会計補正予算については、委員長報告のとお

り原案可決されました。 

 次に、議案第４９号について討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（谷津邦夫氏） 討論ないようですから、討論を終了します。 

 お諮りします。 

 議案第４９号について、委員長報告のとおり原案可決することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（谷津邦夫氏） 御異議なしと認めます。 

 議案第４９号動産の所得については、委員長報告のとおり原案可決されました。 

 最後に、議案第５０号について討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（谷津邦夫氏） 討論ないようですから、討論を終了します。 

 お諮りします。 

 議案第５０号について、委員長報告のとおり原案可決することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（谷津邦夫氏） 御異議なしと認めます。 

 議案第５０号平成２３年度三笠市下水道事業会計未処分利益剰余金の処分については、

委員長報告のとおり原案可決されました。 

  ──────────────────────────────────────── 

      ◎日程第２ 議案５１号 三笠市教育委員会委員の任命につい 

            て 

  ──────────────────────────────────────── 

◎議長（谷津邦夫氏） 日程の２ 議案第５１号三笠市教育委員会委員の任命についてを

議題とします。 

 市長から提案理由の説明を求めます。 

 市長、登壇願います。 

（市長小林和男氏 登壇） 
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◎市長（小林和男氏） 議案第５１号三笠市教育委員会委員の任命について、提案説明申

し上げます。 

 三笠市教育委員会委員、冨樫繁樹氏及び折笠真仁氏の平成２４年１０月２日付任期満了

に伴い、その後任者として、引き続き折笠真仁氏と、新たに北山一幸氏を任命するため、

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第１項の規定により議会の同意を求める

ものであります。 

 北山一幸氏は、昭和２７年７月１５日生まれで６０歳、住所は三笠市美園町８番地４５

であります。同氏は、昭和４６年に市職員として採用後、建設環境課長、建設課長、建設

管理課長、議会事務局長、企画経済部長、総務部長、総務福祉部長を歴任し、現在に至っ

ております。 

 また、折笠真仁氏は、昭和３８年６月２７日生まれで４９歳、住所は三笠市美園町７０

番地３５であります。同氏は、平成１５年６月から三笠市教育委員会委員に就任し、現在

に至っております。 

 両市とも、三笠市教育委員会委員として適任と考えますので、御同意くださいますよう

よろしくお願い申し上げます。 

◎議長（谷津邦夫氏） これより、質疑に入ります。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（谷津邦夫氏） 質疑ないようですから、質疑を終了します。 

 お諮りします。 

 本案については、討論を省略したいと思います。御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（谷津邦夫氏） 御異議なしと認め、討論を省略することに決定しました。 

 続いて、お諮りします。 

 本案については、同意することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（谷津邦夫氏） 御異議なしと認めます。 

 議案第５１号三笠市教育委員会委員の任命については、同意することに決定しました。 

 この際、あいさつをいただくため、会議を休憩します。 

休憩 午前１０時０８分   

再開 午前１０時１０分   

◎議長（谷津邦夫氏） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

  ──────────────────────────────────────── 

      ◎日程第３ 議案第５２号 議会運営委員会及び常任委員会所 

            管事項調査について 

  ──────────────────────────────────────── 

◎議長（谷津邦夫氏） 続いて、日程の３ 議案第５２号議会運営委員会及び常任委員会
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所管事項調査についてを議題とします。 

 お諮りします。 

 本案については、議会運営委員長及び常任委員長の共同提案にかかわるものであり、文

書記載のとおりでありますので、提案説明、質疑及び討論を省略したいと思います。御異

議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（谷津邦夫氏） 御異議なしと認めます。 

 本案については、提案説明、質疑及び討論を省略することに決定しました。 

 続いて、お諮りします。 

 議案第５２号について、原案可決することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（谷津邦夫氏） 御異議なしと認めます。 

 議案第５２号議会運営委員会及び常任委員会所管事項調査については、原案のとおり可

決されました。 

  ──────────────────────────────────────── 

◎日程第４ 認定第１号から認定第８号までについて 

  ──────────────────────────────────────── 

◎議長（谷津邦夫氏） 日程の４ 認定第１号から認定８号までについてを一括議題とし

ます。 

 市長から提案理由の説明を求めます。 

 市長、登壇願います。 

（市長小林和男氏 登壇） 

◎市長（小林和男氏） 認定第１号平成２３年度三笠市一般会計歳入歳出決算の認定から

認定第８号平成２３年度市立三笠総合病院事業会計歳入歳出決算の認定まで、一括して御

説明申し上げます。 

 最初に、認定第１号平成２３年度三笠市一般会計歳入歳出決算の認定についてでありま

すが、平成２３年度予算編成に当たり、国の地方財政についての考え方は、企業収益の回

復等により、地方税収入や地方交付税の原資となる国税収入が増加する一方、社会保障関

係費の自然増や公債費が高い水準で推移することなどにより、定員純減や人事院勧告など

の反映に伴い、給与関係経費が大幅に減少しても、なお依然として大幅な財源不足が生じ

るものと見込まれました。このため、財政運営戦略に基づき、社会保障関係費の自然増に

対応する地方財源の確保を含め、交付団体をはじめ地方の安定的な財政運営に必要となる

地方の一般財源総額について、実質的に昨年度の水準を下回らないよう確保するため、地

方交付税については地域主権改革に沿った財源の充実を図る目的で、対前年度より４,７

９９億円増額措置されたものであります。 

 こうした中、平成２３年度における三笠市の予算は、依然として厳しい景気動向にも対
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応できる安定的かつ健全な財政基盤を確立し、地方公共団体財政健全化法による制限を受

けない財政構造を維持していくため、引き続き公債費負担適正化計画の遵守及び自立対策

や行財政改革計画を推進する一方で、子育て支援、高齢者対策、産業活性化対策などの事

業を推進し、元気のある地域社会づくりのステップアップを目標に予算編成を行ったもの

であります。 

 また、政策的予算においては、「未来づくりを推進する」をコンセプトに、限られた予

算の範囲内で、市民の視点に立った目的・成果重視の行政へ展開するための編成としたも

ので、統一地方選挙の実施年度であることから、当初予算については、継続費、債務負担

行為関連の事業及び４月から対策を講じるべき事業については、優先度を十分厳選して措

置したものであります。 

 年度途中においては、記録的大雪に伴う道路除雪費等の雪害対策経費、国の補正予算に

伴う事業などのほか、緊急を要する事業等について所要の対応を図ったものであります。 

 予算の執行に当たっては、節減や合理化を図りながら、効率的な執行を目指すととも

に、予算審議の経緯や目的などをしっかり認識し、早期に効果を上げるよう計画的な予算

執行を行ったものであります。 

 歳入については、国・道支出金など市にとって有効な財源の活用、確保に努めたほか、

減収対策として、過去からの徹底した行財政改革の推進を国などに訴え、財政支援を強く

主張し、財源確保を図りました。 

 歳出については、予算執行の過程においても、常にその必要性を客観的な視点で十分検

証し、住民サービスに影響が出ない範囲で節減に努め、一定の繰り越しができるよう執行

したものであります。 

 決算の状況は、最終予算額１０３億２,０４２万８,０００円に対し、歳入決算額は９７

億１,０９８万１,２４１円で、予算に対する収入率は９４.１％であります。 

 一方、歳出決算額は９５億８,６７６万４６０円で、予算に対する執行率は９２.９％で

あります。 

 この結果、歳入歳出差し引き額は１億２,４２２万７８１円となり、そのうち平成２３

年度は繰越明許費が発生したため、１８万２,０００円がこれに必要な財源として繰り越

され、翌年度に繰り越される実質額は１億２,４０３万８,７８１円となるものでありま

す。 

 なお、平成２３年度一般会計事業等の執行状況は、主要施策の成果、決算事項別明細書

に示すとおりであります。 

 次に、認定第２号平成２３年度三笠市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定につ

いてでありますが、平成２３年度予算は、後期高齢者医療制度にかかわる本市の財政運営

が適切に執行されるよう予算編成を行ったものであります。 

 予算執行に当たっては、運営主体が北海道後期高齢者医療広域連合であるため、歳入に

ついては、後期高齢者医療保険料分及び低所得者の保険料軽減額並びに事務費負担分を計
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上し、歳出については、後期高齢者医療広域連合納付金として事務費負担金及び保険料相

当分を計上し、広域連合へ納付したものであります。 

 決算の状況は、最終予算額２億４４０万３,０００円に対し、歳入決算額は１億９,３２

６万１,４０８円で、予算に対する収入率は９４.５％であります。 

 一方、歳出決算額は１億９,２９０万１,８１０円で、予算に対する執行率は９４.４％

であります。 

 この結果、歳入歳出差し引き額は３５万９,５９８円となり、この全額を翌年度に繰り

越しますが、全額一般会計繰入金精算金で翌年度に精算するものであります。 

 次に、認定第３号平成２３年度三笠市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定につい

てでありますが、平成２３年度予算は、後期高齢者医療制度や前期高齢者医療の財政調整

制度等に対応することを基本に、国民健康保険財政が健全に運営できるよう予算編成を

行ったものであります。 

 予算執行に当たっては、収納率向上のため、特別対策事業の実施、事務的経費の効率的

執行、医療費適正化のため、前年度に引き続き骨粗鬆症検診、人間ドック費用の助成事業

の実施や医療費の通知、レセプト点検の充実強化に努めたほか、優良健康家庭表彰を実施

し、被保険者の健康保持、増進に対する意識の高揚を図ったものであります。 

 決算の状況は、最終予算額１８億８,１９２万７,０００円に対し、歳入決算額は１９億

８,１３２万１,３９７円で、予算に対する収入率は１０５.３％であります。 

 一方、歳出決算額は１７億７,３４１万４,５７０円で、予算に対する執行率は９４.２

％であります。 

 この結果、歳入歳出差し引き額は２億７９０万６,８２７円となり、この全額を翌年度

に繰り越し、補助金等精算還付整理後の残額については、国民健康保険基金に積み立てす

るものであります。 

 次に、認定第４号平成２３年度三笠市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定についてで

ありますが、平成２３年度予算は、介護保険の保険給付が適切に実施できるよう、第４期

介護保険事業計画における施策及び費用の推計をもとに予算編成を行ったものでありま

す。 

 また、年度途中においては、介護保険制度改正に伴う介護保険システム改修費用が増額

となったため、予算の補正を行い、対応を図ったものであります。 

 予算執行に当たっては、介護予防事業の充実を図るとともに、サービスの円滑な提供に

努めたところであります。 

 決算の状況は、最終予算額１４億７,２４８万２,０００円に対し、歳入決算額は１４億

１,１０４万７,６６９円で、予算に対する収入率は９５.８％であります。 

 一方、歳出決算額は１３億８,４０２万５,０９５円で、予算に対する執行率は９４.０

％であります。 

 この結果、歳入歳出差し引き残額は２,７０２万２,５７４円となり、この全額を翌年度
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に繰り越すものであります。 

 次に、認定第５号平成２３年度三笠市育英特別会計歳入歳出決算の認定についてであり

ますが、奨学資金の貸し付けが平成１９年度で終了していることから、貸付返還金など、

すべての収入を育英基金に積み立てるため、予算編成を行ったものであります。 

 決算の状況は、最終予算額３５５万８,０００円に対し、歳入決算額は３４８万９,０６

９円で、予算に対する収入率は９８.１％であります。 

 一方、歳出決算額は３３３万９,５６９円で、予算に対する執行率は９３.９％でありま

す。 

 この結果、歳入歳出差し引き額は１４万９,５００円となり、この全額を翌年度へ繰り

越し、育英基金へ積み立てするものであります。 

 次に、認定第６号平成２３年度三笠市水道事業会計歳入歳出決算の認定についてであり

ますが、平成２３年度予算は、市民に安定した水道水の供給を行うことを使命として、施

設の維持管理に努めるとともに、公営企業の独立採算制の原則に立ち、経営の改善と経費

節減等の効率的な執行に努めたところであります。 

 決算の状況は、まず収益的収支でありますが、収入については、最終予算額３億１,１

９４万２,０００円に対し、決算額は３億１,９３５万４,３３４円で、７４１万２,３３４

円の増収となりました。 

 一方、支出については、最終予算額２億９,５５２万６,０００円に対し、決算額は２億

８,２１７万２,４２７円で、１,３３５万３,５７３円の不用額が生じ、当年度純利益は

３,０２６万４,２０２円となりました。 

 次に、資本的収支でありますが、配水管の改良及び量水器取りかえ等について、予定ど

おり執行したところであります。 

 収入では、最終予算額９,４００万円に対し、同額の決算額となり、支出では、最終予

算額２億４,４７３万７,０００円に対し、決算額２億４,４７０万６,６４７円となり、差

し引き１億５,０７０万６,６４７円の不足額となったものであります。この不足額は、当

年度消費税資本的収支調整額６９１万７,７０４円、過年度損益勘定留保資金１億４,３７

８万８,９４３円をもって補てんしたものであります。 

 次に、認定第７号平成２３年度三笠市下水道事業会計歳入歳出決算の認定についてであ

りますが、平成２３年度予算は、浸水対策を目的とした雨水管整備を実施する一方、公営

企業の独立採算制の原則に立ち、維持管理経費の抑制や経費節減等の効率的な執行に努め

たところであります。 

 決算の状況は、まず収益的収支でありますが、収入については、最終予算額５億５,４

９６円に対し、決算額は５億５,７１０万９,２３７円で、２１４万９,２３７円の増収と

なりました。 

 一方、支出については、最終予算額５億５,４９６万円に対し、決算額は５億４,２１８

万４,８２７円で、１,２７７万５,１７３円の不用額が生じ、当年度純利益は１,２９１万
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４,１４３円となりました。 

 次に、資本的収支でありますが、雨水管の整備と三笠浄化センターの機器更新につい

て、予定どおり執行したところであります。 

 収入では、最終予算額２億１,３６３万３,０００円に対し、決算額は２億１,３６１万

８,２００円となり、支出では、最終予算額５億１,１３２万４,０００円に対し、決算額

５億１,１３０万２,１０１円となり、差し引き２億９,７６８万３,９０１円の不足額と

なったものであります。この不足額は、当年度消費税資本的収支調整額２０１万２６７

円、減債積立金７７２万３,３７６円、過年度損益勘定留保資金３,４２０万６,２４４

円、当年度損益勘定留保資金２億５,３７４万４,０１４円をもって補てんしたものであり

ます。 

 最後に、認定第８号平成２３年度市立三笠総合病院事業会計歳入歳出決算の認定につい

てでありますが、平成２３年度の病院事業は、地域の基幹的病院として安全・安心な医療

サービスの提供を図るため、療養病棟の環境整備や医療機械器具の整備のほか、看護師確

保のため、修学資金の貸し付け等の事業を実施いたしました。そのほか、医師をはじめと

する医療職員の採用による収益の確保や、療養病棟における患者の確保に努めてまいりま

した。 

 このように、経営の安定のため努力を続けてまいりましたが、患者数が目標に届かず、

収支不足が見込まれたことから、不良債務の発生を回避するため、一般会計において３,

５００万円の長期貸し付けを行ったものであります。 

 決算の状況は、まず収益的収支でありますが、収入については、最終予算額２１億９,

４３２万円に対し、決算額は２１億８,１６９万１,８５４円で、１,２６２万８,１４６円

の減収となり、一方、支出については、効率的な執行に努めたことなどから、最終予算額

２２億２,９０８万９,０００円に対し、決算額は２１億９,２２６万８,９２３円で、３,

６８２万７７円の不用額が生じたもので、当年度純損失は、税抜きで１,０６４万２,７０

７円となったものであります。 

 次に、資本的収支でありますが、医療機器の整備などの事業を行うとともに、利率の高

い企業債について借りかえを行い、収入については、最終予算額２億４,９５１万７,００

０円に対し、決算額は２億４,５９４万２,５００円となったものであります。 

 一方、支出については、最終予算額３億２万４,０００円に対し、決算額は２億９,６５

３万８,８１０円で、３４８万５,１９０円の不用額が発生したものであります。 

 この結果、収入支出差し引き５,０５９万６,３１０円が不足となり、当年度消費税及び

地方消費税資本的収支調整額６万５,６３８円と、当年度損益勘定留保資金５,０５３万６

７２円をもって補てんしたところであります。 

 なお、当年度発生留保資金は６,１９３万２,３１２円であり、５,８１６万８,２９１円

の次年度繰越留保資金が生じたところであります。 

 以上、認定第１号から認定第８号まで一括して御説明申し上げ、別冊の各会計歳入歳出
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決算書と監査委員の意見書を付して提出いたしますので、よろしく御認定くださいますよ

うお願い申し上げます。 

◎議長（谷津邦夫氏） これより、質疑を受けます。 

 認定第１号から認定第８号までについて、一括質疑を受けます。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（谷津邦夫氏） 質疑ないようですから、質疑を終了します。 

 お諮りします。 

 ただいま議題となっております認定第１号から認定第８号までについては、９人の委員

をもって構成する特別委員会を設置し、付託の上、閉会中の継続審査としたいと思いま

す。御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（谷津邦夫氏） 御異議なしと認めます。 

 認定第１号から認定第８号までについては、９人の委員をもって構成する特別委員会を

設置し、付託の上、閉会中の継続審査とすることに決定いたしました。 

 続いて、お諮りいたします。 

 ただいま設置された特別委員会の委員の選任については、委員会条例第８条の規定によ

り、配付した一覧表のとおり、９人を指名したいと思います。御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（谷津邦夫氏） 御異議なしと認めます。 

 ただいま指名しました９人の議員を特別委員会委員に選任することに決定いたしまし

た。 

  ──────────────────────────────────────── 

      ◎日程第５ 意見書案３号 森林・林業・木材産業施策の積極 

            的な展開に関する意見書 

  ──────────────────────────────────────── 

◎議長（谷津邦夫氏） 続いて、日程の５ 意見書案第３号森林・林業・木材産業施策の

積極的な展開に関する意見書を議題とします。 

 本案については、澤田議員ほか２人からの共同提案にかかわるものであり、この際、提

出者を代表し、澤田議員から提案理由の説明を求めます。 

 澤田議員、登壇願います。 

（２番澤田益治氏 登壇） 

◎２番（澤田益治氏） 意見書案第３号森林・林業・木材産業施策の積極的な展開に関す

る意見書につきまして、朗読をもって提案いたします。 

 近年、地球温暖化が深刻な環境問題となっている中で、二酸化炭素を吸収・固定する森

林・木材に対し大きな関心と期待が寄せられていますが、昨年以降、我が国においては化

石燃料への依存度が高まっており、森林や木材が果たす役割はこれまで以上に重要となっ
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ているところです。 

 しかしながら、本道の森林・林業・木材産業を取り巻く状況は一段と厳しく、引き続く

経済の低迷は、経営基盤の脆弱な林業・木材産業に深刻な影響をもたらしています。 

 このような厳しい状況の中、森林整備を着実に推進し、森林の多面的機能を持続的に発

揮するとともに、林業の安定的発展と山村の活性化を図っていくためには、国の「森林・

林業再生基本計画」等に基づき、森林施業の集約化、路網の整備、人材の育成等を積極的

に進めるとともに、道産材の利用促進などにより、森林資源の循環利用を進め、森林・林

業の再生を図ることが重要です。 

 また、東日本大震災の被災地において、本格的な復興を早期に図るため、復興に必要な

木材を安定的に供給できるよう取り組むことが必要です。 

 よって、国においては、次の事項を実現するよう強く要望いたします。 

 １、地球温暖化防止に向けた森林吸収源対策を促進するため、間伐等促進法を平成２５

年度以降も延長し、間伐や植林などの造林補助事業に対する都道府県や市町村の負担を軽

減するための地方債の特例措置を引き続き継続すること。 

 ２、地球温暖化防止、特に平成２５年度以降の森林吸収源対策の推進や木材利用促進を

図るため、地球温暖化対策のための税の使途に森林吸収源対策を追加するなど、安定的な

税・財源を確保すること。 

 ３、安定的な林業経営の確立に向け、直接支払い制度による搬出間伐の推進、路網整備

等経営基盤の整備、フォレスター・現場技能者等の人材の育成確保対策の強化を図るとと

もに、森林施業の集約化や機械化の推進など、効率的施業の推進と助成の拡充を図るこ

と。 

 ４、環境貢献に着目した住宅・土木用資材及び建築物への国産材利用の推進、特に公共

建築物等木材利用促進法を踏まえ、木造公共施設等の整備への助成の拡充を図ること。ま

た、固定価格買い取り制度等を積極的に活用した木質バイオマスなど再生可能エネルギー

の利用を促進すること。 

 ５、地域の安全・安心の確保に向けた治山対策を推進すること。 

 ６、森林・林業再生にとって不可欠な森林所有者みずからが災害に備える唯一のセーフ

ティーネットの手段である森林の損害を補償する保険の仕組みを確保すること。 

 ７、国有林の一般会計化による公益的機能の一層の発揮、森林・林業再生に向けた貢献

及び現場管理の実情を踏まえた安定的な管理運営体制の確立を図ること。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出いたします。 

 平成２４年９月２０日。 

 北海道三笠市議会。 

 提出先につきましては、記載のとおりであります。 

 よろしく御審議いただきますようお願いいたします。 

◎議長（谷津邦夫氏） お諮りします。 
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 本案については、質疑、討論を省略したいと思います。御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（谷津邦夫氏） 御異議なしと認めます。 

 質疑、討論を省略することに決定いたしました。 

 続いて、お諮りします。 

 意見書案第３号については、原案可決することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（谷津邦夫氏） 御異議なしと認めます。 

 意見書案第３号森林・林業・木材産業施策の積極的な展開に関する意見書は、原案可決

されました。 

 本意見書は、議長名をもって本文記載の提出先へ送付します。 

  ──────────────────────────────────────── 

      ◎日程第６ 意見書案第４号 自治体における防災・減災のた 

            めの事業に対する国の財政支援を求める意見書 

  ──────────────────────────────────────── 

◎議長（谷津邦夫氏） 日程の６ 意見書案第４号自治体における防災・減災のための事

業に対する国の財政支援を求める意見書を議題とします。 

 本案については、齊藤議員のほか２人からの共同提案にかかわるものであり、この際、

提出者を代表し、齊藤議員から提案理由の説明を求めます。 

 齊藤議員、登壇願います。 

（３番齊藤且氏 登壇） 

◎３番（齊藤 且氏） ただいま上程されました意見書案第４号自治体における防災・減

災のための事業の対する国の財政支援を求める意見書を朗読提案させていただきます。 

 地方自治体が所有・管理する社会資本（道路橋梁、上下水道等）の整備は、高度経済成

長期の発展とともに、昭和４０年代後半から加速化した背景があり、現在、多くの社会資

本が改築期（建築後３０から５０年）を迎えています。 

 社会資本は、生活の基盤であるだけでなく、災害時には住民の生命・財産を守る機能も

ありますが、近年の社会経済情勢による税収減少や社会保障関係経費の増加による自治体

財政の悪化から、防災・減災の強化はおろか、社会資本の計画的修繕や改善すら進まない

状況にあります。 

 国土交通省の調査でも、自治体が管理する道路橋で老朽化のための補修が必要な全国お

よそ６万の橋のうち８９％が、厳しい財政状況などを背景に補修されないままになってい

ることがわかったとの報告がありました。 

 よって、政府におかれては、地方自治体共通の課題である社会資本の経年劣化対策の防

災・減災のための必要な事業においては、重点的な予算配分を行い、地方負担額の軽減措

置を講じるよう要望します。具体的には、橋梁等の道路施設の長寿命化に資する耐震化や
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維持補修及びかけかえ、上下水道等の社会資本の老朽化の更新や維持補修及び防災拠点と

なる庁舎等の耐震化等による防災機能強化について、補助採択基準の緩和や補助率の引き

上げなど、国庫補助制度の拡充、交付対象事業の範囲拡大等の財政支援を拡充することを

強く求めます。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。 

 平成２４年９月２０日。 

 北海道三笠市議会。 

 提出先は、内閣総理大臣、総務大臣、文部科学大臣、農林水産大臣、国土交通大臣、以

上でございます。 

 御審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

◎議長（谷津邦夫氏） お諮りします。 

 本案については、質疑、討論を省略したいと思います。御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（谷津邦夫氏） 御異議なしと認めます。 

 質疑、討論を省略することに決定しました。 

 続いて、お諮りします。 

 意見書案第４号については、原案可決することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（谷津邦夫氏） 御異議なしと認めます。 

 意見書案第４号自治体における防災・減災のための事業に対する国の財政支援を求める

意見書は、原案可決されました。 

 本意見書は、議長名をもって本文記載の提出先へ送付します。 

 以上で、今定例会に付議された事件は、すべて終了しました。 

  ──────────────────────────────────────── 

◎閉 会 宣 告 

  ──────────────────────────────────────── 

◎議長（谷津邦夫氏） 以上をもちまして、平成２４年第３回三笠市議会定例会を閉会し

ます。 

 御苦労さまでした。 

閉会 午前１０時４３分   
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